
試
問
青
年
之
士
、
卿
等
所
望
何
也
、
利
乎
、
名
乎
、
柴
華
乎
、
否
成
聖
賢
而
設
道
乎
、
勝
又
成
富
豪
而
積
幾
百
千
高
之
財
乎
、

人
各
異
於
其
所
好
、
間
最
食
妻
、
何
故
不
食
躍
萄
邪
、
是
甚
愚
言
也
、
卿
等
向
其
所
軒
而
可
猛
進
也
、
夫
官
位
勤
爵
高
者
非
必

賞
者
、
富
者
非
必
宰
編
者
、
有
名
者
非
必
傑
者
、
無
名
者
非
必
劣
賎
者
也
、
人
誰
有
不
難
幸
編
者
、
然
縞
其
幸
福
、
白
人
品
高

下
、
有
以
異
也
観
遺
症
、
畜
美
妾
、
目
食
耳
説
、
以
宰
一
生
者
、
暴
世
以
是
魚
幸
繭
也
明
央
、
或
謂
是
人
生
本
能
之
所
命
也
、

雌
然
、
荷
有
趨
想
者
及
帯
教
養
老
量
越
本
能
之
満
足
而
巳
耶
、
叉
何
望
－
身
｝

J

家
之
幸
繭
耐
巳
耶
、
鳴
呼
是
志
士
奥
俗
人
、
君

子
奥
小
人
之
介
岐
賭
也
央
。

芥

の

峯

陀

利

H 

－ 
M 

生

お
L
芽
陀
利
の
峯
ょ
、

気
高
き
あ
・
』
が
れ
に
燃
ゆ
る
穿
陀
利
の
峯
よ
、

慕
ぴ
整
る
男
の
子
女
の
子
ら
は
、

は
る
か
に
爾
ぢ
を
仰
ぎ

誰
か
喜
び
の
胸
お
ぜ
ろ
か
せ
っ
、
、

叫
ぴ
を
あ
げ

g
る
も
の
ゃ
あ
る

×

×

x

×
 

想
ひ
や
る
果
て
し
も
知
ら
ぬ
、

大
地
の
底
の
底
よ
b
生
え
て
、

紺
青
の
宰
い
や
高
か
れ
芝
、

× 

宮
川
の
ほ
さ
h
J
よ
b
号
、

b
た
も
、

雲
を
分
り
雲
を
抜
り
出
づ
る
穿
陀
利
の
峯
、

ノ
〈

X

×

×

×

ぉ
、
芽
陀
利
の
峯
ょ
、

白
雲
は
麓
仁
低
〈
牧
ま

b
、

朝
日
に
さ
へ
て
搾
ぴ
出
る
時
、

わ
が
魂
は
喜
び
じ
ふ
る
ひ
た

b
、

す
ん
で
の
高
き
優
れ
た
る
カ
を
、

慈
母
の
如
〈
な
げ
か
り
て
、

弱
き
心
を
拭
♂
捨
て
つ
、

×

x

×

u

k

x

 

プ
た
び
谷
聞
に
下
h
て
爾
ぢ
を
仰
「
、

購
入
を
見
る
如
（
、

或
時
は
ま
ば
ゆ
げ
に
、
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或
時
は
怖
る
、
こ
巴
な
〈
い
ひ
よ
れ
ざ
、

爾
ぢ
の
恋
の
気
高
き
に
、

ぁ
rし
心
は
忽
ち
消
え
て
、

只
仰
ぐ
・
』
さ
に
の
み
凡
て
が
充
た
さ
る
、

×

×

×

×

 

い
か
な
れ
ば
か
〈
も
気
高
し
、

× 

此
の
世
の
嵐
悲
み
を
遺
〈
拭
け
出
で
L
、

墨
き
者
其
の
ま
L
の
委
し
て
、

只
雄
々
し
（
こ
ま
も
な
げ
に
、

ぞ
は
解
い
て
轟
き
ぬ
永
遠
の
謎
の
と
ご
、

蜜
を
充
た
せ
る
穿
陀
利
の
峯
ょ
、

（
一
三
、
七
、
こ

相－・・＝－・・
2

－－－zz
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Z
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啓
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復

興

大
な
る
破
壊
の
後
に
は
必
ら
歩
大
な
る
建
設
あ
る
，
へ
き
は
自
然
が
も
た
ら
す
異
理
だ
、
そ
し
て
亦
事
賓
だ
そ
の
破
壊
の
後
に

築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
‘
否
奮
起
し
て
再
び
造
り
上
げ
ん
ざ
す
る
を
復
興
ご
も
云
ふ
の
だ
ろ
う
。

亦
現
今
の
－
般
民
衆
に
は
殊
更
復
興
の
二
字
は
鮮
明
に
脳
裏
に
脅
か
れ
て
ゐ
る
事
も
事
賞
だ
ο
少
な
（
迂
も
昨
年
の
古
今
未

骨
有
の
大
震
災
あ
っ
て
よ
り
以
後
は
常
に
岡
民
は
復
興
的
戚
念
に
立
脚
し
て
ゐ
る
。

余
は
今
復
興
の
ニ
字
に
つ
き
で
何
物
を
か
記
る
さ
ん
足
す
る
に
嘗
り
矢
張
ゐ
の
悲
惨
極
り
な
き
大
災
害
営
目
前
に
浮
ぺ

F
る

を
得
な
い
、
過
去
に
在
り
し
事
な
が
ら
今
尚
ほ
そ
の
恐
ろ
し
き
畑
の
中
に
苦
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
如
き
戚
念
に
捉
ら
わ
れ
て
ゐ
る

人
人
も
多
か
ら

1
、
け
れ
ざ
人
士
必
ら
や
し
も
憂
ひ
悲
し
む
ぺ
き
か
否
今
回
の
大
災
害
は
決
し
て
決
じ
て
滅
亡
を
意
味
す
る
の


